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１．山内図書館の基本方針 

（１）山内図書館の概要

山内図書館は、昭和 52 年に横浜市内で２番目の地域館として開館しました。駅から徒歩３分の

場所にあり、アクセスのよい便利な図書館です。蔵書数は中央図書館に次いで市内２番目

（188,130 冊 典拠：『横浜市の図書館 2021』）と規模の大きい図書館です。平成 22 年度から有隣

堂グループを指定管理者とする管理運営が行われており、令和２年度から令和６年度の期間も引

き続き有隣堂グループによる指定管理運営を行います。 

（２）指定管理者

名 称 有隣堂グループ 

所 在 地 横浜市戸塚区品濃町 881－16 

代 表 団 体 株式会社 有隣堂 代表取締役社長 松信健太郎 

構 成 団 体 三洋装備株式会社 代表取締役社長 菅生龍太郎 

指 定 期 間 令和２年４月１日～令和７年３月 31日 

指定管理者有隣堂グループは、「本」を専門とする株式会社有隣堂と「施設維持管理」を

専門とする三洋装備株式会社で構成しています。有隣堂は、貸出返却・登録・レファレンス

などのカウンター業務をはじめ、資料の管理、予約業務、自主企画事業などの図書館運営 

全般を行っています。三洋装備は、山内地区センターとの共用部分を含む建物管理や

日々の清掃業務および図書取次サービスを担当しています。 

（３）山内図書館のコンセプト

 「地域」の力を「地域」に還元！ 

山内図書館は青葉区民のプラットフォーム 
「横浜市民の読書活動の推進に関する条例」（平成 26 年施行）のもとで、図書館に「地域

連携」という新たな課題が示された第二期では、積極的に地域との連携を図ってきました。

第三期ではさらに連携を進め、地域コミュニティ創造の担い手として、民間ノウハウ・民間

能力を存分に発揮し、インパクトのある事業の創出や、チャレンジ感溢れる取り組みを実践

し、地域に根ざしたサービスの拡充に努めます。 

施 設 名 横浜市山内図書館 
所 在 地 横浜市青葉区あざみ野二丁目３番地の２ 

構造規模 
鉄筋コンクリート造３階建 

（図書館部分：２階） 

地区センター併設（全体 4,433.28 ㎡） 
延床面積 2,147.22 ㎡ 

付  帯 
駐車場（施設全体で 12台、業務用３台、

身障者用１台） 
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２．５年間の達成目標（令和２年４月～令和７年３月） 

指定管理の実施により達成すべき目標は以下の３つです。 

（１）地域の情報拠点機能を強化し、地域の要望や要請に応えられる蔵書構築に努め、暮ら

しに役立つ情報の収集・提供を行います。

（２）司書が読書活動コーディネーターとして地域との連携を進め、地域の読書活動を推進

します。

（３）快適で楽しい読書環境づくりを促進します。

３．令和３年度の事業報告 

（１）運営目標と振り返り

横浜市立図書館において毎年策定される「横浜市立図書館の目標」および「年間資料収集計画」

の令和３年度版に基づき、サービスを展開しました。 

令和３年度も２年度に引き続き、新型コロナウィルス感染症予防対策を徹底した上で図書

館を運営しました。４月は通常の開館時間でスタートすることができましたが、４月 20 日

にはまん延防止等重点措置が発令となり、開館時間を短縮しての運営となりました。火曜日

～金曜日は通常 20 時 30 分閉館のところ 20 時閉館とし、この短縮は９月末日まで続きまし

た。 

年度前半は、おはなし会をはじめとする定例の事業を中心に実施しました。全て申込制と

し、人数を調整しながら消毒や換気に気を配りながら実施しました（別紙１参照）。8 月 20

日から 9 月 28 日までは緊急事態宣言下となり、この間の自主企画事業は、ほとんど中止と

しました。10 月から、事業を再スタートさせました。学校連携事業は申し込みが集中しま

したが、申込があった事業はすべて実施しました。年が明けて１月 21 日～3 月 21 日はまん

延防止等重点措置が発令されました。この期間は、感染対策を徹底させた上で、事業を実施

しました。 

令和３年度運営目標 管理指標 目標値 実施状況 

ア

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

(ア) 区内の図書貸出

施設や団体、ボランテ

ィア等と連携した地域

の読書活動

･地区センター祭り等への事

業協力 

･乳幼児健診に出向いてのお

はなし会開催 

･修理ボランティアに活動の

場を提供 

･読み聞かせボランティアに

活動の場を提供 

･読み聞かせボランティアの

養成講座開催 

･学校連携事業 

２回 

６回 

50 回 

40 回 

１回 

０回 

2 回 

63 回 

46 回 

１回 

別紙２参照 

(イ) 読書活動推進の

ための区内読書活動拠

点のネットワーク構築

・読書関係団体交流会

（青葉区役所と共催）

１回 １回 
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令和３年度運営目標 管理指標 目標値 実施状況 

(ウ)図書館環境の整

備・改善

･照明のＬＥＤ化 

･デジタルサイネージの導入 

未交換部分  

１台 

一部施工 

    未設置 

(エ) 新型コロナウイル

ス感染症予防対策の実

施 

･トイレおよび給湯室の手洗

いの自動水栓化 

･便座クリーナー用ディスペ

ンサーの設置

･自動消毒液スタンドの設置 

･アクリル板増設 

･消毒液、ビニール手袋、便

座クリーナー等、消毒用物

品の補充 

10 カ所 

９カ所 

２台 

９枚 

適宜 

10 カ所 

９カ所 

未設置 

49 枚 

適宜 

(オ) ＩＣＴの活用（オ

ンライン配信）

･配信環境の整備（機器の整

備） 

･自主企画事業の中でオンラ

イン配信向きのテーマについ

て会場と配信の２本立てで実

施 

・利用者を対象に Zoom の使い

方を学ぶ講座を開催 

機器の整備 

講座のオン

ライン配信

講座開催 

機器の整備 

１回 

２回 

(カ)情報収集と課題解決 ･課題解決支援自主企画事業 ６回 
11 回 

別紙１参照 

(キ) 大人の倶楽部活動

の起ち上げ 
読書倶楽部の活動 ６回 ０回 

(ク)障がい者支援を積

極的に推進

･県立特別支援学校からの職

業体験受け入れ 

･対面朗読の実施 

･りんごの棚（障がい者向け

の本、障がい者を理解する

ための本を別置）の充実  

２校 

20 回 

20 冊 

２校 

44 回 

35 冊 

(ケ)読書支援ツール

「Life with Reading」

やビブリオバトルの普

及

･職業体験への導入  

･「Life with Reading」ワー

クショップの開催

あざみ野ブックカフェ

小学校

読書関係団体交流会

･市民利用施設における

「Life with Reading」ワ

ークショップ開催支援 

･ホームページ<学校支援>の

ページに、小学生向けワー

クショップ開催方法を掲載

適宜 

適宜 

２回 

掲載 

３回 

合計３回 

1 回 

１回 

１回 

０回 

掲載 

ア

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
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令和３年度運営目標 管理指標 目標値 実施状況 

(コ) 幅広い情報発信

・ホームページ、ブログを活用 し

た情報発信

・ＳＮＳを活用した情報発信

・青葉区役所戸籍課への図書館

作成チラシ提供

・図書館だよりの発行

適宜更新 

ツイッター

200 回

（600 枚） 

 ×12 回 

 ４回 

適宜更新 

ツイッター

199 回

（600 枚） 

×12 回 

４回 

(サ) 新規利用者の獲得
・地産地消の市（いち）「図書館 de

マルシェ」を起ち上げる

試行 ３回 

(ア) コンプライアンスの徹

底
・コンプライアンス研修 １回 １回 

(イ) 危機管理、安全衛生

管理の徹底と、安全・安

心な図書館づくり

・事件・事故を想定した危機対応

研修

・地区センターとの合同防災

訓練

１回 

２回 

１回 

２回 

(ウ) 防犯の強化
・防犯カメラの運用

・図書館スタッフ、設備管理

スタッフによる巡回

運用 

1 日８回 

運用 

１日８回以上 

(エ) 個人情報保護の考え

方のスタッフ全員への周

知徹底と適正管理

・個人情報保護研修

・個人情報内部監査

・個人情報保護教育

１回 

１回 

２回 

1 回 

1 回 

２回 

 

(ア) スタッフへの教育・研

修の実施による能力向

上・意欲の維持向上

・商用データベース研修

・接遇研修

・人権研修

・アルバイト向け修理講座

１回 

１回 

１回 

１回 

０回 

１回 

１回 

１回 

(ア)予算内の経費執行と

効率的な管理

・山内堂の売り上げ（令和２年度

の実績に基づき算出）
８万円 14 万円 

（２）具体的な取り組み

ア 利用者サービス

（ア） 区内の図書貸出施設や団体、ボランティア等と連携した地域の読書活動

●青葉区役所、市民利用施設、市民ボランティアと協働で、令和２年度に策定した「第２次青葉

区民読書活動推進目標」の達成に向けて読書推進活動を展開しました。青葉区こども家庭

支援課と月１回「読書活動推進事務局会議」を開催し、青葉区における読書活動推進につい

て話し合い、協働で読書活動を推進しました。

●新型コロナウィルス感染症拡大防止のために市民利用施設の事業が縮小となり、例年参加し

ている地区センター祭りなどは開催されませんでした。

ア

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

イ

業
務
運
営

ウ

職
員
育
成

エ

財
務
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●１歳半の乳幼児健診の際に青葉区福祉保健センターに出向し、手遊びをおりまぜなから、お

はなし会を開催しました。５、６、７月と 10、11、12 月の合計６回開催しました。新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のために感染症予防を徹底した上で実施をしました。

●修理ボランティアの２グループに、活動の場を提供しました。２グループ合計で、山内図書館

の本を年間６３回集まって修理しました。また、小中学校の図書館で修理にあたっている学校

司書やボランティアからの相談を受け、支援を行いました。

●読み聞かせボランティアに活動の場を提供しました。山内図書館で開催する定例のおはなし

会に年間４６回参加しました。

（イ） 読書活動推進のための区内読書活動拠点のネットワーク構築

●青葉区役所と共催による読書関係団体交流会を開催しました。２部構成とし、第１部は読書

のコツや楽しみ方の共有を図る目的で Life with Reading（慶應義塾大学井庭崇研究室と株

式会社有隣堂の共同開発ツール、「創造的読書」の考え方を言語化し、27 個の言葉に

まとめたカード）のワークショップを開催し、団体交流を促進しました。第２部は、絵本・紙

芝居作家のやべみつのり氏を迎え、子どもとのふれあい、紙芝居との出会い、絵本、アジア

の国々での紙芝居普及活動等について、お話しいただきました。

（ウ） 図書館環境の整備・改善

●照明の LED化をすすめました。令和３年度は一般書エリアの設置を完了しました。

●デジタルサイネージは、設置を前提に調査をすすめましたが、サイネージの前に人が滞留す

る危険性が大きいと判断し、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から導入を見送りし

ました。

（エ） 新型コロナウイルス感染症予防対策の実施

●トイレと給湯室に設置している手洗い９カ所全てを自動水栓にしました。

●トイレ８カ所に便座クリーナーを設置しました。

●自動で消毒液が出るスタンドの購入を検討しましたが、飛び散りや消費量、故障の頻度を考

慮し、現行で設置しているプッシュ型を継続使用することにしました。

●消毒液、手袋、便座クリーナー、キッチンペーパー等消毒用品を適切に在庫管理しました。

●令和２年度に設置した座席の仕切り板が劣化してきたことから、アクリルの仕切り板に入れ替

えました。また、仕切り版を増やしたことにより、一部利用制限していた座席を元の数に戻しま

した。

（オ） ICT の活用

●Zoom ウェビナーを導入し、配信できる環境を整えました。

●オンライン会議や研修に参加できるように、マイク付きのヘッドセットを職員数分準備しました。

●Zoom ミーティングを職員が輪番で主催し、職員会議を開催しました。職員全員がミーティン

グの参加方法だけでなく、主催するときのノウハウを学びました。

●大型講演会は会場とオンライン配信の２本だてで企画しましたが、まん延防止等重点措置の

発令時期であったことから、オンライン配信のみで実施しました。101 名の方が参加しました。
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（カ） 市民の必要とする情報収集と課題解決支援

学校図書館司書・ボランティア向け 

●５月から６月にかけて、学校図書館の司書及びボランティアを対象に、「本の整理と修理の基

本講座」を２回連続講座として開催しました。学校図書館の本の分類と配架、本の構造、修

理の方法と道具の使い方を説明し、フィルムコーティングの実習も行いました。

●10月から11月にかけて、小学校で本の修理活動をしている司書・ボランティアを対象に、

「本の修理ステップアップ講座」を３回連続講座として開催しました。糸綴じの修理ができるよ

う、一折中綴じと折丁がさねの修理を実習形式で行いました。

●６月に、小学校で読み聞かせの活動をしている司書・ボランティアを対象に、「小学校での読

み聞かせ講座初級編」を２回連続講座として開催しました。読み聞かせに向く本の選び方や

読み聞かせの基本の講義のあと、読み聞かせを実践しました。

●１月に、市内で小中学校における読み聞かせの活動をしている方を対象に、「読み聞かせス

テップアップ講座 科学絵本をこどもたちに」を開催しました。科学絵本に特化した読み聞か�

せの講座ということで、参加者の興味・関心度が高かったようです。 

●10 月から 11 月にかけて、市内で活動している読み聞かせのボランティアを対象に、「わらべ

うた実践講座」を３回連続講座として開催しました。教文館ナルニア国から講師を招き、わら

べうたの紹介と実践のほか、わらべうたの意義や絵本やおはなし会についての講義を開催し

ました。

利用者向け 

●８月に、小学４～６年生を対象に、「わくわく科学教室 タネと発芽」を開催しました。市販のハ

トのえさの中からタネを仕分ける実習のあと、発芽した芽を観察し、タネの講義を行いました。

●11 月に、中学生以上を対象に、「書きたい！人のショートショート講座」を開催しました。ショ

ートショート作家の田丸雅智氏を迎え、氏が考案したワークシートを使用して、アイディア出し

から完成まで体験できるようにしました。10 代が多く参加したことが特徴的でした。

●２月に「はじめての Zoom 体験講座」を２回連続講座として開催しました。参加者本人が所有

する端末機器を使って、Zoomミーティングの参加方法とミーティングの主催方法を体験しまし

た。１回目の受講のあと、かねてから参加したいと思っていたミーティングに参加することがで

きたという声も聞かれました。

●３月に「大人のための調べ方講座（中級）読売新聞データベース『ヨミダス歴史館』の活用法」

を開催しました。読売新聞社から講師を招き、山内図書館で契約している新聞データベース

「ヨミダス歴史館」の概要と操作方法を学ぶ機会を提供しました。昨年度は37件だった「ヨミダ

ス歴史館」の利用が令和３年度は６６件に増えており、利用者のセルフレファレンスの向上に

つながったと推察されます。 

●あざみ野ブックカフェ（お茶を飲みながら講師のお話を聞くワークショップ）は年４回の開催を

予定していましたが、９月は緊急事態宣言が発令されたため中止し、年間３回の開催となりま

した。６月は Life with Reading のワークショップを開催しました。11 月は、『あまりに細かすぎる

箱根駅伝』という雑誌を制作している会社の代表を招き、箱根駅伝の見どころ、取材秘話など

をうかがいました。３月のあざみ野ブックカフェは「PMS、PMDD を知っていますか？」というタ

イトルで開催しました。青葉区にある医院の院長をお招きし、月経前症候群（PMS）、月経前

不快気分障がい（PMDD）についてお話しいただきました。身体の不調に困っていた方が、こ
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の講座があることを知り参加してよかったという声も聞かれました。 

（キ） 大人の倶楽部活動の起ち上げ

●開催を予定していた時期が新型コロナウィルスのまん延防止等重点措置下に重なったこと

から、令和３年度の起ち上げを、４年度に延期としました。

（ク） 障がい者支援

●神奈川県立特別支援学校2校から職業体験を受け入れました。11月に支援学校の高校２年

生の現場実習として４名（２日間）、12 月に養護学校の高校１年生の社会体験学習として３名

（３日間）、支援学校の高校１年生の社会体験学習として３名（２日間）を受け入れました。

●神奈川県立特別支援学校2校の小学部の図書館見学を受け入れました。７月に養護学校の

小学部児童 9名、11 月に支援学校の小学部児童９名、２月に支援学校の小学部児童９名が

来館しました。山内図書館の司書がおはなしやわらべうたを実施した際は、車いすのままで

おはなしを楽しめるように配置を工夫しました。医療的ケアが必要な児童が参加した回もあり、

担当教諭と連絡を密にとりながら準備をすすめました。

●令和元年度新設した「りんごの棚（障害者向けの本および障害者を理解するための本を

集めて置いたコーナー）」の蔵書補強を行いました。やさしく書かれた LL ブックや、障がい

を理解するための本など 35 冊を新規購入しました。

（ケ）読書支援ツール「Life with Reading」やビブリオバトルの学校への普及

●読書のコツや楽しみを共有する読書支援ツール「Life with Reading」のワークショップを高校

生のインターンシップ（８月）、学校教諭の社会体験（８月）、大学生の図書館実習（９月）の各

プログラムに組み込みました。もともと読書が好きな人がそれぞれのプログラムに参加してい

ることもあり、ワークショップは好評でした。読書について新しい発見があったという感想もあが

っていました。

●あざみ野ブックカフェで６月に「Life with Reading」のワークショップを開催しました。

●山内小学校が開催する CROSS EXPO というお祭りに参加しました。当初は対面で Life with

Reading のワークショップを開催する予定でしたが、新型コロナ感染症の影響により、オンライ

ンで開催し、６組の親子が参加してくれました。「子どもと一緒に本の楽しみかたについて話

す機会が持てて良かった」、「今までにないテーマで子供と会話でき、新たな面を発見できた

ので良かった」という保護者からの感想が寄せられました。 

●１月の読書関係団体交流会で Life with Reading のワークショップを開催しました。

●令和３年度に青葉区内の市民利用施設で、Life with Reading のワークショップの運営支援を

予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、各施設での事業が実施されま

せんでした。

●山内図書館の「学校支援」ホームページ「お役立ち情報：本の楽しみかたカードの紹介」の中

で、Life with Reading の開催を支援するツールをアップロードしました。ワークシートや進行ス

ケジュール例などがダウンロードできるようにしました。

（コ） 幅広い情報発信

●編集委員が企画編集して、図書館だよりを年４回発行しました。４回の特集内容は、「本と水

濡れ」、「ＣＤブック貸出開始」、「郷土カルタを楽しもう」、「青山美智子トークショー『本との出
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会い』を開催しました」となっています。 

●ホームページ、ブログのほか、Facebook・ツイッターなどソーシャルネットワーキングサービス

（ＳＮＳ)を用いて広報の拡充を図りました。ツイッターはチームで取り組み、199 回発信しまし

た。

●地域のミニコミ誌への情報提供を定期的に行いました。

●地域のコミュニティＦＭに出演して、山内図書館の事業やサービスについて広報しました。

●図書館サービスのチラシを区役所から転入者に配布してもらい、新住民に広く図書館サービ

スを知ってもらうよう努めました。

（サ） 新規利用者の獲得

●図書館の利用者を広げることを目的として、地産地消の市（いち）「「図書館deマルシェ」の準

備をすすめました。本格運営を前に、令和４年の１～３月に３回試行し、移動販売車と連携し

て青葉区産の物品等を販売しました。利用者の反応も好評であり、新規利用者の獲得や図

書館利用の促進を図るため、令和４年度から本格的に運営を開始します。

イ 業務運営

（ア） コンプライアンスの徹底と利用者満足度向上への取り組み

●職員・アルバイト全スタッフが、有隣堂のエシックスカードをもとに、企業行動指針を確認しま

した。また、コンプライアンス内部監査の実施により、法令遵守と倫理の徹底を図りました。

●ホームページで、「事業計画書」「事業報告書」「利用者フォーラム議事録」「セルフモニタリン

グ評価書」「山内図書館の目標・振り返り」 といった山内図書館の運営情報を公開しました。

（イ） 危機管理、安全衛生管理の徹底と、安全・安心な図書館づくり

●「安全目安箱」を設置し、設備・備品等の不具合や、働く上での課題をスタッフから無記名で

投書してもらうようにしました。

●職員とアルバイトスタッフ（リーダー、サブリーダー）で月１回話し合いをもち、安全衛生を

含めた課題を話し合い、解決につなげました。

●併設の山内地区センターと合同で防災訓練を２回行いました。災害発生時に山内地区セン

ターが帰宅困難者一時滞在施設として開設することから、６月に青葉区役所に講師を依頼し、

帰宅困難者滞在施設の手順や留意点を教えてもらいました。３月には、青葉区消防署の指

導により AED の取り扱いの訓練を実施しました。 

（ウ） 防犯の強化

●青葉警察署の警察官を講師に招き、危機管理研修をスタッフ全員で受講しました。

●「横浜市山内図書館 防犯カメラ運用基準」に則り、図書館内の防犯カメラを運用しました。

●施設管理のスタッフが図書館内を１日３回、図書館職員が１日５～７回巡回して防犯および

安全管理に努めました。

（エ） 個人情報保護の考え方のスタッフ全員への周知徹底と、個人情報の適正管理

「横浜市個人情報の保護に関する条例」および「有隣堂個人情報保護方針」に基づき個人
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情報の収集・利用・管理について、適切に実施するよう努めました。 

次に挙げる個人情報保護に関する教育、監査、点検を実施しました。 

・ テスト（個人情報保護全社教育確認シート記入）の実施 年２回

・ 有隣堂プライバシーマネジメントシステム監査 年１回

（オ） その他

●新型コロナウイルス感染症防止対策として、以下の取組を継続して行いました。

・神奈川県の LINE コロナお知らせシステムに登録し、感染防止対策取組書を掲出

・横浜市立図書館の感染予防対策および有隣堂「新型コロナウイルス感染及び感染疑

い者発生時の対応マニュアル」に準拠

・出入口にアルコール消毒液を設置

・飛沫感染防止のために、カウンターにビニールの仕切りを設置

・貸出カウンターに並ぶ際に密にならないように、並ぶ間隔を床に明示

・閲覧席の間隔を開けて席数を制限し、仕切り板を設置

・定期的に窓を開け、換気

・図書除菌機の設置

・利用が終わった閲覧席のアルコール消毒

・閉館後に、利用者が多く触れている可能性のある場所を消毒

・職員およびアルバイトスタッフの貸出・返却カウンターにおけるマスク・手袋着用を徹底

・職員およびアルバイトスタッフの休憩時食事中の発語の禁止

・利用者への、ポスター、放送によるマスク着用の呼び掛け

●有隣堂本部と館長・副館長による職員の評価とヒアリングを行い、問題の解決を図り、

モチベーションの向上につなげました。

●職員会議を毎週火曜日に 45 分間開催し、職員間で情報の共有を図るとともに、課題につい

ては解決策を討議しました（令和３年度開催数 46 回）。

●建築物・建築設備ともに令和３年度山内図書館建築・設備保守管理表に基づき点検を実施

しました（別紙３）。積極的な保守管理を行い、異常が発生する前の予防保全を行いました。

●施設管理者点検の点検結果に基づき優先順位をつけ、計画的な修繕を実施しました。

ウ 職員育成

（ア） スタッフへの教育・研修の実施による能力向上・意欲の維持向上

●職員が中央図書館、県立図書館、神奈川県図書館協会主催の研修やその他の研修に

26 回参加し、それぞれの専門性を向上させました。オンライン形式による研修へも積極的に

参加し、従来参加する機会が少なかった分野の研修へ参加しました。

●研修に参加した後には、必ず資料を添付した報告書を作成し、これを回覧することにより、

職員全員への情報共有を図りました。研修によっては、職員会議において受講者が研修内

容を職員に伝え情報共有を図りました。

●職員向けに商用データベースの使い方研修を予定していましたが、新型コロナウイルス感染

症に影響により、講師との調整ができず中止としました。

●職員およびアルバイトスタッフ全員を対象とした内部研修を実施しました。

①接遇  ②コンプライアンス  ③危機管理 ④防災（２回）  ⑤個人情報保護  ⑥人権

危機管理研修は、５月に青葉警察署より講師を招き、カウンターに不審者がきた場合の対
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応を実演を交えながら教えてもらいました。防災研修は、同じ建物内の山内地区センターと

合同で２回行いました。山内地区センターが帰宅困難者受け入れ施設となっていることから、

６月に建物全体の災害時運用について青葉区役所の講師の話を聞きました。３月に AED の

使い方を学びました。人権研修は、横浜市の職員を講師を招き、人権の基本事項について

学びました。 

●アルバイトスタッフを対象に、簡易修理講座を開催しました。

●職員およびアルバイトスタッフを対象にテスト形式による情報セキュリティ研修を行いました。

エ 財務

（ア） 予算内の経費執行と効率的な管理

●予算内に経費を抑え、効率的に管理しました。

(イ) その他

●山内堂は、コロナ禍の影響を考慮した目標としていましたが、自主企画事業の実施に伴う書
   籍販売を伸長し、目標の 177 パーセントの売上となりました。
●縮減された費用（光熱水費）を活用し、LED 交換工事を行い、安全で快適な環境づくりに努
   めました。
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４．決算 

 



別紙１

令和3年度山内図書館自主企画事業実施事業月別一覧

大人 子ども 合計

【企画展示】新学期、よんでみようこんな本 - - -

春の特別・英語のおはなし会 0 17 17
横浜青葉国際交流の
会、国際児童文庫協会

ふるさと青葉の紙芝居① 2 5 7 あおば紙芝居一座

【学校連携】環境整備：本の修理初級編（全２回） 35 0 35

【企画展示】岩波少年文庫70周年心ゆさぶる、さし絵の世
界

- - 0

【学校連携】読み聞かせ講座：初級編（全２回） 28 0 28

あざみ野ブックカフェ① 12 0 12

大人のためのおはなし会① 15 0 15 虹の部屋

７月 【企画展示】夏休み、よんでみようこんな本 - - 0

【企画展示】ご用心!! ノロウイルスとアニサキス - - 0
青葉福祉保健センター
生活衛生課

小学生夏休み一日図書館員 0 17 17

わくわく科学講座「タネと発芽」 0 7 7 沼里和幸氏（講師）

〈100周年記念〉おはなしスペシャルウィーク やまうちと
しょかんおはなし祭り2021

89 120 209

地域で活動するおはな
しボランティア、全日
本プロレス、スパイス
アップ、萬駄屋、チッ
チェーノ・チッタ等

【企画展示】事業承継 - - 0 横浜信用保証協会

あざみ野ブックカフェ②
※緊急事態宣言発出に伴い中止

- - 0

【企画展示】〈100周年記念〉開業100周年記念パネル展 - - 0

おはなしボランティア養成講座（全３回） 14 0 14

青葉の伝統芸能・牛込の獅子舞見学
※緊急事態宣言発出に伴うイベント未開催のため中止

- - 0 牛込古典獅子舞保存会

【学校連携】修理ステップアップ講座（全３回） 9 0 9

大人のためのおはなし会② 15 0 15 虹の部屋

【企画展示】こどもの虐待防止 - - 0 青葉区役所

秋の特別・英語のおはなし会 0 15 15
横浜青葉国際交流の
会、国際児童文庫協会

創作講座 書きたい人のショートショート講座 15 0 15 田丸雅智氏(講師)

【事業協力】青葉おはなしフェスティバル2021
※緊急事態宣言発出に伴い中止

- - 0
青葉おはなしフェス
ティバル実行委員会

【企画展示】性感染症について知ろう - - 0 青葉区役所

【企画展示】特定健診がん検診を受けよう - - 0 青葉区役所

あざみ野ブックカフェ③ 15 0 15
西本武司氏
（EKIDENNews代表）

【展示】大都市制度推進 - - 0
横浜市政策局大都市制
度推進課

ふるさと青葉の紙芝居②＆青葉区いろはカルタ大会
※感染状況の拡大に伴いボランティアの意向により中止

- - 0 あおば紙芝居一座

【学校連携】読み聞かせステップアップ講座 20 0 20

連携先
参加人数

５月

６月

10月

８月

12月

９月

月

11月

事業名

令和３年
４月

令和４年
１月



別紙１

【企画展示】学校図書館展示 - - 0

はじめてのZoom講座 7 0 7
NPO法人市民セクターよ
こはま

テアトル図書館　落語（口演：桂宮治） 14 0 14 かなっくホール

大人のためのおはなし会③ 20 0 20 虹の部屋

著名人講演会「青山美智子トークショー」 101 0 101 青葉区役所

大人のための調べ方講座　中級編 6 0 6
読売新聞東京本社(講
師)

あざみ野ブックカフェ④ 8 0 8
河合康夫医師（河合医
院院長）

425 181 606

定例おはなし会（定例おはなし会、親子おはなし会、福祉保健センター連携事業等）

大人 子ども 合計

50 80 130
毎月第2・4水曜日
15:30～16:00

115 141 256
毎月第2・4金曜日
①10:30～10：50
②11:00～11:20

185 184 369 1歳6か月健診時

350 405 755

その他の定例的な事業

大人 子ども 合計

83 84 167
毎月第4木曜日
10:30～11:45

日時

日時事業名

参加人数合計

参加人数

参加人数

２月

子どもを育てるあそびとおはなし！“おはなしごっこ０１２”
※共催：NPO語り手たちの会“おはなしごっこ０１２”チームよこはま
（対象：0.1.2歳児と保護者）
※8月は緊急事態宣言発出に伴い中止

空とぶじゅうたん絵本と語り親子おはなし会
（対象：1歳以上の子どもと保護者）
※8月・9月は緊急事態宣言発出に伴い中止（計3回）

空とぶじゅうたん絵本と語りおはなし会
（対象：3歳以上 1人でおはなしを聞ける子）
※8月・9月は緊急事態宣言発出に伴い中止（計3回）

乳幼児健診出張おはなし会

参加人数合計

事業名・団体名

３月



別紙２　

事業名 学年 学校数 件数
人数
（延べ
数）

小学2年生 0 0 0

小学３年生 2 8 179

小学４年生 2 6 248

小・中学校 0 0 0

小学部 2 4 40

図書館インタビュー 小・中・大学生 1 1 1

まちたんけん 小学2年生 1 1 135

中学2年生 0 0 0

高校生 2 3 12

職業インタ
ビュー・職業研
修

中学１年生 2 2 22

中学校 6 1 6

小学校 1 1 1

令和3年度山内図書館学校連携活動報告

・昨年度と同様に新型コロナウイルス感染症の影響により、学校の休校や分散登校、図書館の開館時間変更等が
ありました。来館人数や提供できるサービスの制限はありましたが、学校司書やボランティア、教職員からの要望に
可能な限り応えて、支援に努めました。

・オンラインでの支援
従来は図書館への来館により実施している「まちたんけん」をオンラインで行い、コロナ禍での急な予定変更に対し
ても柔軟な支援を行いました。

・講座開催と講師派遣
２年ぶりの開催となった青葉区学校司書研修では、選書と除籍についての講話と館内案内、情報交換の場を設け
ました。青葉区小学校図書館教育研究会は「Life with Reading」の依頼がありましたが、緊急事態宣言が出されたた
め中止となりました。中学校図書館研究会では、図書館の紹介と学校向けプログラムについて案内を行いました。
また学校司書、ボランティア向けでは、読み聞かせ講座と修理講座を春と秋に２回開催することができました。

・山内図書館の修理ボランティア「リペア一期（いちご）の会」との連携
山内図書館の修理ボランティアと連携し、学校図書館司書や学校修理ボランティア向けに、１年通して相談を受け
付けました。

・山内図書館の展示コーナーにおいて、区内小中学校の学校図書館活動に関連した児童生徒の作品を展示し、
学校図書館活動と市民との展示交流の場を提供しました。

主な内容

・図書委員会活動紹介：おすすめ本のＰＯＰ／図書委員会だより
・授業で作成した成果物、「life with Reading」ワークショップの様子等

中学生／高校生：オリエンテーション、予約在庫確保、返
却カウンター、書架整理、修理実習、展示本準備、本の
紹介ポップ作り、図書館イベントのお手伝い等

職業講話（訪問含む）：公共図書館の職業紹介

職業体験
インターンシップ

図書館の仕事、本の並べ方、工夫していること、働くため
の資格、働いている人の思い、等

分類説明、館内見学、自由閲覧、貸出等

＜令和3年度の特徴的活動＞

・図書委員会活動紹介：おすすめ本のＰＯＰ

バリアフリーの単元の授業での見学、訪問

本の探し方、館内見学、本の読み聞かせ、質問への回答

図書館見学・
調べ学習

児童・生徒作品展
示
場所：山内図書館
展示コーナー・児
童書架展示コー
ナー※

県立養護学校小学部児童の図書館利用体験

特別支援級児童生徒による図書館利用体験、自由読書

利用案内、質問への回答

児
童
・
生
徒
向
け
サ
ー
ビ
ス



別紙２　

事業名 学年 学校数 件数 人数

小学校 3 3 3

中学校 1 1 1

小・中学校 41 1 41

小学校 0 0 0

中学校 13 1 14

高等学校 2 2 2

連携相談 小・中学校 6 9 9

小学校 22 33 33

中学校 6 15 15

小・中学校 27 1 27

小・中学校 6 6 6

小学校 22 109 1934

中学校 7 17 307

小学校 16 22 840

中学校 0 0 0

小学校 7 2 14

小・中学校 15 1 20

小学校 1 1 5

小・中学校 7 3 26

※自主企画事業報告でも報告している講座と展示の企画。

記念誌作成の参考資料の相談、他

「読み聞かせステップアップ講座」開催※
読み聞かせ講座

国語授業の平行読書や調べ学習のための本
＜主なテーマ＞すがたを変える食べ物／伝記／自動車
／昔話（日本と外国）／海のいきもの／防災について／
修学旅行／読み聞かせ絵本／マークと記号／鳥や動物
の図鑑／戦争と平和／カイコ／新美南吉の本／椋鳩十
の本／詩／ことわざ、等

＜主なテーマ＞ディベートのためのテーマ別資料／修学
旅行、自然教室／世界の文様／幼児向け手づくり絵本
参考資料／郷土資料／読書イベントのための教師による
絵本の読み聞かせ、等

「小学校での読み聞かせ講座：初級編（全３回）」※

教職員、学校司書からの教職員向け貸出の本の選定に
ついての相談

区学校司書研修会（除籍・選書について、館内見学等）

26小・中学校 7

小・中学校 8 2 8

青葉区小学校図書館研究会　（新型コロナウイルスの影響で中
止）

5

主な内容

・山内図書館修理ボランティアによる修理相談受付、等。
・あおば学校支援ネットワーク主催「ブックフェスタ」にて、図書
館の学校支援ＰＲ、当年度購入の調べものの本の展示、おはな
し会

訪問修理講座

その他

学校図書館
環境整備講座

青葉区中学校図書館研究会

教
職
員
向
け

「本の修理ステップアップ講座（全３回）」開催※

除籍相談、蔵書選定の参考情報の提供
学校図書館環境
整備相談

「本の整理と修理の基本講座（全２回）」※

教職員向け研修

校長会での事業広報（配布のみ）

教職員向け貸出
通常／セット

レファレンス

社会人研修教職員受入

図書館運営や資料提供の相談など

保
護
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け

図書修理講座

その他、活動相
談・連携事業

テーマ別セットの本を貸出。（単位は冊）



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

電気年次点検 ○ 全館停電作業 関東電気保安協会 1 2月 ●21

電気設備点検 ○ 電気工作物点検 関東電気保安協会 12 隔月 ●15 ●10 ●12 ●13 ●9 ●21

非常用発電機保守点検 ○ 各機能点検 第一ﾃｸﾉ 2 6・1月 ●21 ●11

蓄電池設備点検 ○ 各機能点検 ミヤケ電池 2 4・10月 ●8 ●15

熱源機器保守点検（発生機他） 各機能点検 パナソニック 4 4.8.11.2月
●冷房23.24

●冷中3
●暖房切替
8.9

●暖中14

空調設備保守点検 各機能点検 相模設備 2 5・11月 ●17 ●15

放送設備点検 （一般放送） 各機能点検 三洋装備 2 6・12月 ●21 ●20

ガス監視装置点検　(消防設備内） ○ 各機能点検 ハマ防災 2 6・12月 ●21 ●20

電話交換機点検 各機能点検 三洋装備　○ 12 毎月 ●24 ●24 ●25 ●29 ●23 ●22 ●19 ●26 ●24 ●28 ●18 ●21

冷却塔他管理 ○ 各機能点検
市田化学 ○
三洋装備 □
パナソニック△

8 4～11月
●C・S27
■ｗｘ23
▲洗浄23

■wx17
●S3
■wx21

■wx19
●S5
■wx16

■wx21 ■wx18 ●C18
Ｓ・薬補・C薬品洗浄
wx冷却水交換
△洗浄

建築設備維持管理 （内外部） 建築設備等点検 三洋装備 12 毎月 ●9 ●1 ●5 ●10 ●5 ●1 ●1 ●5 ●6 ●4 ●4 ●4

ばい煙測定業務 ○ 排ガス測定 富士産業 2 9・2月 ●7 ●26

植栽剪定・草刈 除草工 植茂園 2 6・8月 ●21 ●16

受水槽・高架水槽清掃 ○ タンク内洗浄 （有）エムワイ 1 9月 ●21

飲料水水質検査 ○ 水質検査 28項目 総合環境分析 1 9月 ●28

冷水器水質検査 ○ 水質検査 11項目 総合環境分析 2 9.3月 ●28 ●23

冷水器定期清掃 1.2.3.階 △ 各機能点検 三洋装備 6 隔月 ●19 ●21
●図10
●地16

●図11
●地18

●20 ●21

○ 3 6.8.11月 ●ｗ3 ●ｗ5 ●ｗ18
2 1.2月 ●ｗ24 ●ｗ16

空気環境測定 ○ 定期点検 三洋装備 6 隔月 ●12 ●15 ●12 ●13 ●10 ●14

害虫駆除 ○ 定期点検 ｼｰ･ｱｲ･ｼｰ 12 毎月 ●22 ●27 ●24 ●22 ●26 ●23 ●28 ●25 ●23 ●27 ●24 ●24

○ 槽内洗浄 高城興業 1 2月 ●10

○ 槽内洗浄 高城興業 2 8・2月 ●30 ●10

蓄熱槽清掃 槽内洗浄 高城興業 1 10月 ●25

建築物衛生管理 （水回り） ○ 衛生器具等点検 三洋装備 12 毎月 ●9 ●7 ●1 ●3 ●2 ●15 ●15 ●8 ●6 ●4 ●1 ●2

消防設備点検 ○ 各機能点検 ハマ防災 2 6・12月 ●21 ●20 次回　消防2024年1月提出

昇降機点検 ○ 各機能点検 日本ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 12 毎月 ●19 ●17 ●21 ●19 ●16 ●21 ●18 ●15 ●20 ●17 ●21 ●22

自動ドア点検 各機能点検 神奈川ﾅﾌﾞｺ 4 5.8.11.2月 ●17 ●16 ●15 ●21

特殊建築物定期調査 ○ 建築物定期点検 三洋装備 3年に1回 11月 ●4

建築設備定期検査 ○ 建築設備等の点検 三洋装備 1 11月 ●4

防火設備点検 ○ 各機能点検 ハマ防災 1 12月 ●20

定期清掃｛地区センター｝ 12 毎月 A●19 B●17 A●24 B●19 A●16 B●21 A●18 B●15 A●20 B●17 A●21 B●22

定期清掃｛図書館｝ 6 隔月 B●6 B●12 B●21 B●15 B●11 B●22

窓ガラス清掃 全館ガラス清掃 光陽興業 2 9・3月 ●21 ●22

照明器具清掃 清掃 サポート 1 11・12月 ●図15 ●地20

ブラインド清掃 清掃 サポート 1 11・12月 ●図15 ●地20

日常清掃 清掃 三洋装備 毎日 毎日 ●1～30 ●1～31 ●1～30 ●1～31 ●1～31 ●1～30 ●1～31 ●1～30 ●1～28 ●4～31 ●1～28 ●1～31

機械警備 建物セキュリティ 京浜警備 1 3月 ●2

図書返却ポスト 各機能点検 伊藤伊 1 12月 ●28

清掃・床洗浄
ワックス

サポート
アーク

　Aはサポートのみ
　Bはサポート/アーク

そ
の
他

建
物
等

清
掃
等

ｗ採水
加湿機　PAC3

排水槽清掃(グリストッラプ）

湧水槽清掃（雑排漕）

衛
生
管
理

レジオネラ
冷却塔

レジオネラ検査 市田化学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年度山内図書館 建築・設備保守管理実施表　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 別紙３　

項目
2021年 2022年

電
気
・
機
械
設
備

                業　 　　務 法令 　　　 内　　容 再委託会社 年回数 実施月
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